
Title インターネット問題のモデル化法と効率的算法の研究

Author(s) 伊藤, 大雄

Citation  (2006)

Issue Date 2006-02

URL http://hdl.handle.net/2433/84879

Right p.5-114は学術雑誌掲載論文の抜き刷り、出版社に著作権
許諾が得られていないため未掲載。

Type Research Paper

Textversion publisher

Kyoto University

CORE Metadata, citation and similar papers at core.ac.uk

Provided by Kyoto University Research Information Repository

https://core.ac.uk/display/39217104?utm_source=pdf&utm_medium=banner&utm_campaign=pdf-decoration-v1




平成16~1 7年度

科学研究費補助金基盤研究 (C)
研究成果報告書

インターネット問題のモデル化法と効率的算法の研究

(課題番号 16500010) 

平成 18年3月

研究代表者伊藤大雄

(京都大学大学院情報学研究科)



平成 16'""-1 7年度科学研究費補助金基盤研究 (C)

研究成果報告書

はしがき

本研究報告書は、科学研究費補助金 (C)iインターネット問題のモデル化法と効率的

算法の研究J (平成 16~ 1 7年度)の研究成果をまとめたものである。本研究は、イ

ンターネットに代表される近年の急速に発展するネットワーク上の問題に対応するため

の新しいグラフ・ネットワ}クモデルとアルゴリズムの研究をしたものである。その結

果として、孤立クリーク列挙問題、供給点配置問題、連結度増大問題、ネットワークルー

チング問題、ゲノム配列の問題、グラフとハイパーグラフの平面描画に関する問題など

多くの問題について成果を挙げることができた。これらについて以下にまとめる O
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